
翻
刻
二
題佐

佐
木
茂
索
書
簡
・
小
澤
碧
童
書
簡

伊

藤

一

郎

東
海
大
学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
に
お
い
て
、
二
〇
一
一
年
度
、
近
代
作

家
の
書
簡
の
翻
刻
練
習
と
し
て
、
伊
藤
架
蔵
の
二
種
類
の
書
簡
お
よ
び
平
成

六
年
（
一
九
九
四
）
五
月
発
行
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
第
百
四
十
号
掲
載

の
原
田
直
次
郎
宛
森
鷗
外
書
簡
の
翻
刻
と
簡
単
な
注
釈
を
行
っ
た
。
三
人
の

大
学
院
生
が
一
種
類
ず
つ
を
担
当
し
て
翻
刻
素
案
を
作
成
後
、
誤
刻
や
注
の

訂
正
な
ど
を
指
導
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
た
。
そ
の
う
ち
、
架
蔵
二
点
に
つ

い
て
、
伊
藤
が
大
幅
に
注
釈
を
補
綴
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
こ
と

と
し
た
。
鷗
外
書
簡
は
、
美
術
商
の
目
録
に
鮮
明
な
写
真
が
載
り
、
そ
の

後
、
何
れ
か
の
御
所
蔵
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
採
り
上
げ
な
い
。

素
案
作
成
は
、
田
中
風
弥
が
鷗
外
書
簡
、
高
能
稚
奈
が
小
澤
碧
童
書
簡
、

高
橋
一
平
が
佐
佐
木
茂
索
書
簡
を
担
当
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
労
を
ね
ぎ
ら

い
た
い
。一

、
佐
佐
木
茂
索
書
簡

久
米
正
雄
宛

解
題久

米
正
雄
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
三
月
十
八
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
新

国
王
と
な
る
ジ
ョ
ー
ジ
六
世
の
戴
冠
式
の
取
材
の
た
め
、
東
京
日
日
新
聞
・

大
阪
毎
日
新
聞
の
特
派
員
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
赴
い
た
。
五
月
十
二
日
の
戴

冠
式
に
は
秩
父
宮
が
今
上
天
皇
（
昭
和
天
皇
）
の
名
代
と
し
て
出
席
し
た

が
、
各
新
聞
社
の
特
派
員
は
こ
れ
に
随
伴
し
た
。
一
行
は
、
カ
ナ
ダ
を
経
由

し
東
回
り
で
英
国
に
向
か
っ
た
。
そ
の
ロ
ン
ド
ン
の
久
米
宛
に
、
日
本
か
ら

佐
佐
木
茂
索
が
出
し
た
手
紙
。
国
際
郵
便
で
あ
る
。
そ
の
後
、
久
米
は
六
月

く
ら
い
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

久
米
は
『
新
思
潮
』
か
ら
と
も
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
芥
川
や
菊
池
寛
の
友
人

で
、
こ
の
手
紙
の
こ
ろ
は
、
大
衆
小
説
家
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。

差
出
人
の
佐
佐
木
茂
索
（
一
八
九
四
〜
一
九
六
六
）
は
京
都
出
身
の
小
説
家
、

の
ち
事
業
家
。『
時
事
新
報
』
の
文
芸
欄
を
取
り
仕
切
っ
た
腕
な
ど
を
見
込

ま
れ
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
月
、
文
藝
春
秋
社
に
総
編
集
長
と
し
て
入

社
し
た
。
昭
和
七
年
か
ら
は
、
文
藝
春
秋
社
の
専
務
取
締
役
に
就
任
、
経
営

立
て
直
し
に
努
力
し
、
そ
の
結
果
、
こ
の
書
簡
の
こ
ろ
に
は
経
営
状
態
が
堅

実
と
な
り
、
創
刊
十
五
周
年
記
念
号
も
出
し
て
い
る
。
同
副
社
長
を
経
て
、

戦
後
、
文
藝
春
秋
新
社
取
締
役
社
長
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
京
出
版
販
売
相
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談
役
、
東
宝
取
締
役
な
ど
を
務
め
た
。

元
来
虚
弱
な
体
質
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
こ
ろ

か
ら
ス
キ
ー
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
こ
ろ
か
ら
登
山
、
昭
和
十
一
年
（
一

九
三
六
）
こ
ろ
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
よ
う
だ
。
こ

の
書
簡
で
、
こ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
用
具
を
久
米
に
ね
だ
っ
て

い
る
の
は
、
二
人
の
気
安
さ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
若
い
こ
ろ
、
朝
鮮
仁
川
に
い

た
時
代
か
ら
久
米
正
雄
に
手
紙
を
寄
せ
、
佐
佐
木
は
そ
の
小
説
批
評
眼
を
久

米
に
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
こ
ろ
か
ら
、
佐
佐
木
は
芥
川
龍
之
介
に
師
事
し
小

説
家
を
目
指
し
た
。
一
時
期
、
小
島
政
二
郎
・
瀧
井
孝
作
・
南
部
修
太
郎
と

と
も
に
、
龍
門
の
四
天
王
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
横
光
利
一
・
川
端
康
成
ら

と
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
創
刊
の
『
文
藝
時
代
』
同
人
、
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）
創
刊
『
不
同
調
』、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
文
藝
春
秋
社
創
刊

『
手
帖
』
同
人
と
な
る
。
大
正
十
三
年
に
は
『
春
の
外
套
』（
金
星
堂
）、
同

十
五
年
に
は
『
天
の
魚
』（
文
藝
春
秋
）
と
い
う
短
篇
集
を
す
で
に
出
し
、

文
壇
の
人
び
と
と
も
広
く
交
際
が
あ
っ
た
。
三
十
三
歳
の
昭
和
四
年
（
一
九

二
九
）
文
藝
春
秋
社
の
総
編
集
長
と
な
っ
て
か
ら
は
、
さ
ら
に
多
く
の
さ
ま

ざ
ま
な
小
説
家
・
文
筆
家
た
ち
と
親
交
が
結
ば
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
書
簡
に
名
の
出
る
人
び
と
は
、
み
な
佐
佐
木
茂
索
の
知
人
で
あ
ろ
う
。
文

藝
春
秋
社
の
経
営
立
て
直
し
を
任
さ
れ
た
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
こ
ろ
か
ら

小
説
は
書
か
な
く
な
り
、
晩
年
は
企
業
人
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
一
九
五

三
年
（
昭
和
二
十
八
）
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
戴
冠
式
に
は
、
佐
佐
木
自
身
が

参
列
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
洋
行
の
様
子
に
つ
い
て
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
片

信
｜
ロ
ー
マ
よ
り
ロ
ン
ド
ン
ま
で
｜
」（『
佐
佐
木
茂
索
作
品
集
（
随
筆
集
）』

所
収
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
当
時
の
日
本
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を
深
め
つ
つ
あ
り
、

日
英
の
友
好
関
係
に
は
蔭
り
が
見
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
戴
冠
式
に
お
け
る

秩
父
宮
の
扱
い
を
最
上
席
と
し
、
日
本
側
も
イ
ギ
リ
ス
と
の
友
好
関
係
を
考

慮
し
て
皇
室
外
交
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
ス
イ
ス
で
病
気
療
養
を

終
え
た
秩
父
宮
は
、
ド
イ
ツ
へ
も
廻
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
七
月
七
日
に
は
、
盧
溝
橋
事
件
が
勃
発
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
日
本

に
対
す
る
感
情
は
一
気
に
悪
化
し
た
。
戴
冠
式
で
も
奔
走
し
た
吉
田
茂
駐
イ

ギ
リ
ス
大
使
は
、
ド
イ
ツ
へ
の
接
近
の
危
険
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
友
好
を
説
い

た
が
、
時
代
は
大
き
く
日
独
伊
三
国
同
盟
に
動
き
、
日
本
は
枢
軸
国
側
に
つ

き
第
二
次
世
界
大
戦
へ
と
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
書
簡
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ
に
注
目
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
外

遊
の
際
に
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
ゴ
ル
フ
好
き
で
有
名
だ
っ
た
当
時
の
今
上
天

皇
（
昭
和
天
皇
）
の
こ
と
が
連
想
さ
れ
る
。
そ
の
天
皇
は
、
盧
溝
橋
事
件
こ

ろ
よ
り
東
京
で
の
ゴ
ル
フ
を
自
ら
に
禁
じ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
田
代
靖やす
尚ひさ

氏
、
二
〇
一
二
）
。
ま
た
、
戦
火
が
迫
っ
て
く
る
と
、
多
く
の
ゴ
ル
フ
場
が
軍

隊
に
接
収
さ
れ
閉
鎖
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
手
紙
の
こ
ろ
は
、
ゴ

ル
フ
に
と
っ
て
も
、
ち
ょ
う
ど
そ
う
い
う
時
代
の
転
換
点
に
当
た
っ
て
い

た
。
こ
の
書
簡
の
当
時
、
ゴ
ル
フ
は
一
部
富
裕
層
の
み
に
許
さ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
だ
っ
た
。
不
況
と
不
安
の
世
の
中
を
気
に
も
留
め
な
い
、
ど
こ
か
庶
民
に

は
無
縁
の
金
持
ち
の
遊
び
、
嫌
な
贅
沢
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
昆
虫
採
集
に
夢
中
だ
っ
た
自
分
に
と
っ
て
も
、
雑
木
林
を
薙
倒

し
芝
生
と
化
し
て
、
維
持
の
た
め
に
殺
虫
剤
な
ど
を
撒
く
ゴ
ル
フ
場
は
あ
ま

り
好
ま
し
い
施
設
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
自
分
の
ゴ
ル
フ
に
対
す
る
非
同
情
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的
思
い
が
あ
る
に
は
あ
る
が
、
久
米
や
佐
佐
木
に
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
こ
と
が

自
由
に
許
さ
れ
て
い
た
こ
の
瞬
間
の
方
が
、
ま
だ
遥
か
に
ま
っ
と
う
で
好
い

時
代
だ
っ
た
と
い
う
思
い
も
拭
え
な
い
。『
文
藝
春
秋
』
昭
和
三
十
一
年

（
一
九
五
六
）
五
月
号
掲
載
の
川
上
徹
太
郎
「
戦
後
ゴ
ル
フ
の
隆
盛
」（『
河
上
徹

太
郎
全
集
』
第
五
巻
に
よ
る
）
に
よ
る
と
、
戦
争
中
は
ゴ
ル
フ
「
バ
ッ
グ
を
持
つ

て
ホ
ー
ム
を
歩
く
と
袋
叩
き
に
さ
れ
た
」
と
い
う
。
こ
の
書
簡
を
、
の
ん
き

な
手
紙
と
だ
け
見
る
か
ど
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

〔
翻
字
要
領
〕

・
漢
字
に
つ
い
て
は
、
原
簡
に
使
用
し
て
あ
る
字
体
に
近
い
字
体
を
、
新
字

体
・
旧
字
体
よ
り
採
用
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
新
字
体
と
旧
字
体
の
両
方

が
文
中
に
出
て
く
る
場
合
が
あ
る
。

・
仮
名
の
異
体
字
は
す
べ
て
現
行
の
も
の
に
直
し
た
。

・
原
簡
の
仮
名
遣
い
を
尊
重
し
た
。
基
本
的
に
旧
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
い

る
が
、
小
文
字
の
促
音
表
記
が
一
部
見
ら
れ
る
。
不
統
一
だ
が
残
し
た
。

・
原
簡
に
は
、
句
読
点
が
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
原
簡
に

は
な
い
が
句
読
点
が
あ
っ
た
方
が
読
み
や
す
い
と
こ
ろ
に
、
私
に
一
文
字

分
の
空
白
を
設
け
た
。

・
一
ヶ
所
書
き
直
し
の
た
め
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
文
字
が
あ
る
。
■
で
表
し

た
。

翻
刻【

封
筒
】（
原
簡
封
筒
横
書
き
）

M
0,S
a
sa
k
i

 

M
a
sa
o K

u
m
e E

sq
.

to M
r,S
h
in
ich
i N

a
n
jo
,

30.B
o
u
v
erie street
 

L
o
n
d
o
n E

.C
.4

 
E
n
g
la
n
d

 

V
ia L

ib
eria

【
本
文
】

拝
啓

御
健
康
で
す
か
。
船
が
カ
ナ
ダ
へ
近
づ
く
こ
ろ
か
ら
通
信
の
紙
面
へ

現
は
れ
る
の
が
少
く
な
り
、
そ
の
せ
い
か
、
非
常
に
疲
労
し
て
ら
れ
る
の
ぢ

や
な
い
か
な
ど
と
考
へ
ま
し
た
。
い
づ
れ
に
せ
よ
御
氣
骨
の
折
れ
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

昨
日
国
技
館
へ
行
つ
た
ら
偶
然
指
呼
の
間
に
艶
子
さ
ん
昭
ち
ゃ
ん
な
ど
見
物

し
て
居
ら
れ
る
の
を
見
、
そ
の
帰
途
永
井
君
か
ら
原
稿
お
送
り
下
す
っ
た
由

承
知
し
ま
し
た
。
句
會
は
づ
っ
と
続
け
て
ゐ
ま
す
。
四
月
例
会
で
は
深
川
君

と
小
生
と
が
最
高
点
で
し
た
。

草
履
厚
う
藤
の
垂
り
花
見
て
通
る

燕
子
や
飛
驒
高
山
に
二
日
居
る

な
ど
が
高
点
で
し
た
。

昨
日
河
上
君
に
面
倒
を
見
て
貰
つ
て
駒
沢
へ
出
か
け
二
時
間
ほ
ど
土
を
掘
つ

て
み
ま
し
た
。
中
々
飛
ば
な
い
の
に
腹
を
立
て
、
け
さ
も
出
か
け
て
み
ま
し

た
。
御
帰
朝
ま
で
に
は
何
と
か
形
だ
け
で
も
や
■
れ
る
や
う
に
と
思
つ
て
ゐ

ま
す
。
大
佛
君
も
熱
心
の
由
、
秋
は
賑
か
な
こ
と
で
せ
う
。
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お
ひ
ま
が
あ
り
ま
し
た
ら
山
の
道
具
、
ス
キ
ー
の
道
具
よ
ろ
し
く
願
ひ
ま

す
。
猶
如
上
の
次
第
故
ゴ
ル
フ
用
品
な
ど
も
と
慾
張
つ
て
ゐ
ま
す
。

社
の
方
は
先
月
第
九
期
の
決
算
を
無
事
終
了
、
相
変
ら
ず
の
好
景
氣
で
す
か

ら
御
放
念
願
ひ
ま
す
。

加
藤
三
蔵

本
日
北
海
道
へ
出
発
、
月
末
帰
京
の
由
、
こ
れ
か
ら
一
寸
會
つ

て
色
々
教
へ
て
貰
ふ
つ
も
り
で
す
。

ア
オ
バ
ン
会
と
や
ら
本
日
我
孫
子
で
あ
る
由
。
昨
日
は
碧
梧
桐
百
ヶ
日
。

御
健
康
を
飽
く
ま
で
祈
る
の
み

五
月
十
二
日

早
々
不
一

茂
索

久
米
正
雄

様

【
封
筒
の
注
】

M
0,S
a
sa
k
i

…

佐
佐
木
茂
索
。

M
a
sa
o K

u
m
e E

sq
.

…

久
米
正
雄
。「E

sq
.

」
は
「esq

u
ire

」
の
略
。

手
紙
の
宛
名
や
公
式
文
書
で
、
氏
名
の
後
に
普
通
は
省
略
形

（E
sq
.,E
sq
r.

）
で
つ
け
る
敬
称
。「
殿
」「
様
」
の
意
味
。

M
r,S
h
in
ich
i N

a
n
jo
,

…

南
條
は
、
英
国
在
住
の
東
京
日
日
新
聞
社
の

特
派
員
の
一
人
か
。『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

五
月
十
三
日
朝
刊
三
面
に
、「
ロ
ン
ド
ン
に
て
（
十
二
日
）
南
條
・

加
藤
・
光
行
本
社
三
特
派
員
発
」
と
あ
る
戴
冠
式
の
記
事
を
書
い

た
、
南
條
で
あ
ろ
う
。
日
本
か
ら
久
米
と
共
に
随
伴
し
た
の
は
、
光

行
壽
と
松
本
小
四
郎
で
あ
っ
た
か
ら
、
南
條
は
も
と
も
と
ロ
ン
ド
ン

に
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
朝
刊
二
面
に
は
、
久
米
正
雄

特
派
員
の
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

30.B
o
u
v
erie street

…

ロ
ン
ド
ン
の
市
街
中
央
テ
ム
ズ
河
沿
い
の
地
。

「E
.C
.4

」
は
郵
便
番
号
。

V
ia
 
L
ib
eria

…

国
際
郵
便
の
船
便
で
、
西
回
り
（
イ
ン
ド
・
ア
フ
リ

カ
経
由
）
を
指
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
リ
ベ
リ
ア
（
西
ア
フ
リ

カ
）
経
由
の
指
示
か
。

使
用
封
筒

…

使
わ
れ
て
い
る
封
筒
は
、
文
藝
春
秋
社
の
も
の
。「B

U
N

 
G
E
I S

H
U
N
-JU

 
S
H
A

」
と
活
字
で
ロ
ー
マ
字
表
記
し
、
住
所
は

「O
S
A
K
A
 
B
U
IL
D
IN

G

／U
C
H
I
 
S
A
IW

A
I-C

H
O

／

K
O
JIM

A
C
H
I-K

U
.
T
O
K
Y
O
.

」
と
な
っ
て
い
る
。「
大
阪
ビ

ル

内
幸
町

麴
町

東
京
」
で
あ
る
。『
文
藝
春
秋
三
十
五
年
史

稿
』
に
よ
れ
ば
、
同
社
は
昭
和
二
年
か
ら
こ
の
ビ
ル
に
移
り
、
以
後

第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
ま
で
、
大
阪
ビ
ル
第
一
号
館
と
第
二
号
館
の

中
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
部
屋
や
フ
ロ
ア
ー
を
移
動
し
た
と
い
う
。

切

手
・
消

印

…

富

士

鹿

二

十

銭

切

手
。
櫛

形

欧

文

消

印

「（T
O
K
IO

）／12.5.

■
／
（N

IP
P
O
N

）」。（

）
内
は
印
字
が
不

鮮
明
で
推
定
し
た
。
■
部
分
は
消
え
て
い
る
が
、
一
九
三
七
年
（
昭

和
十
二
年
）
を
表
わ
す
「37

」
が
入
る
筈
。

【
本
文
の
注
】

通
信

…

久
米
正
雄
は
、
解
題
に
述
べ
た
通
り
、
東
京
日
日
新
聞
・
大
阪

毎
日
新
聞
（
後
に
、
両
紙
名
を
合
わ
せ
て
毎
日
新
聞
と
な
る
）
の
特

派
員
と
し
て
、
英
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
六
世
の
戴
冠
式
取
材
の
た
め
、
ロ

ン
ド
ン
に
赴
い
た
。
三
月
十
八
日
の
出
発
か
ら
、
五
月
十
二
日
戴
冠

式
当
日
、
そ
の
後
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在
な
ど
の
通
信
が
新
聞
に
掲
載
さ
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れ
た
。
帰
国
は
六
月
に
な
っ
て
か
ら
。
同
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、

『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
71
掲
載
の
久
米
正
雄
の
「
著
作
年
表
」（
平

野
晶
子
氏
作
成
）
に
、
十
本
の
記
事
の
記
載
が
あ
る
。
久
米
正
雄
の

伝
記
に
つ
い
て
は
、
小
谷
野
敦
氏
『
久
米
正
雄
伝
』
を
参
照
さ
れ
た

い
。

国
技
館

…

『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
二
年
五
月
十
二
日
十
一
面
に
よ

れ
ば
、
昨
日
（
五
月
十
一
日
）
の
国
技
館
で
は
、
大
相
撲
夏
場
所
五

日
目
が
興
行
さ
れ
て
い
る
。
佐
佐
木
茂
索
は
見
物
に
出
掛
け
、
久
米

の
妻
艶
子
と
息
子
昭
二
た
ち
が
い
る
の
を
、
発
見
し
た
の
だ
ろ
う
。

艶
子
さ
ん
昭
ち
ゃ
ん

…

久
米
正
雄
の
妻
と
子
供
の
昭
二
（
昭
和
二
年
（
一

九
二
七
）
五
月
生
）
。

永
井
君

…

永
井
龍
男
（
一
九
〇
四
〜
一
九
九
〇
）
で
あ
ろ
う
。
小
説
家
・

随
筆
家
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
、
久
米
の
妻
艶
子
の
妹
悦
子
と
結

婚
、
鎌
倉
に
住
ん
だ
。
こ
の
書
簡
の
こ
ろ
は
、
文
藝
春
秋
社
社
員
で

も
あ
り
、
久
米
・
佐
佐
木
と
も
親
し
か
っ
た
。

句
会

…

文
壇
句
会
の
こ
と
。
永
井
龍
男
『
文
壇
句
会
今
昔
｜
東
門
居
句

手
帖
』
の
「
俳
句
余
技
の
説
」
に
、
文
壇
句
会
の
こ
と
が
詳
し
く
書

か
れ
て
い
る
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
二
月
に
第
一
回
を
麴
町
弁

慶
橋
き
わ
の
清
水
谷
公
園
内
「
皆
香
園
」
で
催
し
た
。
中
心
と
な
っ

た
の
は
、
久
米
正
雄
と
久
保
田
万
太
郎
で
、「
文
筆
人
」
十
六
名
が

参
加
。
こ
の
手
紙
に
関
係
す
る
人
物
と
し
て
は
、
佐
佐
木
茂
索
、
深

川
正
一
郎
、
永
井
龍
男
が
い
る
。
他
に
、
小
島
政
二
郎
・
瀧
井
孝

作
・
徳
川
夢
聲
・
横
光
利
一
・
吉
川
英
治
な
ど
が
い
た
。『
文
藝
春

秋
』
に
高
点
句
が
披
露
さ
れ
、
同
十
二
年
七
月
二
十
七
日
の
第
六
回

「
夢
声
帰
朝
歓
迎
句
会
」
を
最
後
に
、
自
然
消
滅
し
た
と
い
う
。
永

井
龍
男
は
、
句
会
が
途
切
れ
た
の
は
「
七
月
七
日
に
勃
発
し
た
盧
溝

橋
事
件
の
影
響
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。」「
こ
の
こ
ろ
か
ら
世
情
」
が

一
変
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
手
紙
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
四
月
二
十
七
日
開
催
の
第

四
回
。
永
井
が
同
書
に
引
く
、
深
川
正
一
郎
の
句
は
「
楓
に
は
み
じ

ん
に
花
や
水
馬
」。『
文
藝
春
秋
』
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
号

掲
載
、「
文
壇
俳
句
会

四
月
例
会
記
」
に
よ
れ
ば
、
兼
題
の
最
高
点

が
深
川
で
、
席
題
の
方
が
茂
索
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
兼
題
に
お
け

る
深
川
の
高
点
句
は
四
点
の
「
幅
せ
ま
き
障
子
の
ガ
ラ
ス
花
楓
」。

深
川
君

…

深
川
正
一
郎
（
一
九
〇
二
〜
一
九
八
七
）
。
愛
媛
県
宇
摩
郡
か
ら

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
二
十
二
歳
の
と
き
上
京
し
、
菊
池
寛
の
書

生
と
な
っ
て
文
藝
春
秋
社
に
入
社
。
昭
和
五
年
に
退
社
し
、『
蓄
音

機
時
報
』
の
編
集
長
、
昭
和
九
年
三
十
二
歳
の
と
き
に
、
望
ま
れ
て

日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
入
社
。
昭
和
十
年
、
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
へ
俳
句

の
朗
読
吹
込
み
に
来
た
高
濱
虚
子
と
出
会
い
、
以
後
『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』
で
活
躍
し
た
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
秋
に
兵
役
応
召
す
る

が
、
同
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
除
隊
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

四
十
三
歳
で
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
退
社
し
、
俳
句
一
筋
の
生
活
に
入

る
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
は
『
冬
扇
』
の
主
宰
と
な
る

も
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
た
め
に
終
生
尽
力
し
た
。
こ
の
書
簡
の
時

は
、
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
在
職
、
文
藝
春
秋
社
時
代
か
ら
の
好
誼
よ
し
み

で
、
文
壇
句
会
に
参
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

河
上
君

…

河
上
徹
太
郎
（
一
九
〇
二
〜
一
九
八
〇
）
。
評
論
家
。
ゴ
ル
フ
の
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会
の
常
連
だ
っ
た
。
解
題
で
も
触
れ
た
「
戦
後
ゴ
ル
フ
の
隆
盛
」

（
一
九
五
六
）
に
お
け
る
河
上
の
記
憶
が
確
か
な
ら
、「
文
壇
ゴ
ル
フ

の
先

は
川
口
松
太
郎
君
で
あ
り
、
次
は
私
、
そ
れ
に
続
い
て
久
米

正
雄
、
細
田
民
樹
、
加
藤
武
雄
な
ど
の
諸
先
輩
が
始
め
た
」
と
い

う
。

駒
沢

…

駒
沢
ゴ
ル
フ
場
の
こ
と
。
当
時
、
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
だ
っ
た

井
上
準
之
助
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
ゴ
ル
フ

場
と
し
て
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
開
場
さ
れ
た
。
コ
ー
ス
設
計

は
日
本
人
に
は
ま
だ
で
き
ず
、
Ｇ
・
ブ
レ
デ
ィ
と
Ｆ
・
コ
ル
チ
ェ
ス

タ
ー
に
よ
る
も
の
。
九
ホ
ー
ル
あ
っ
た
。

玉
川
電
車
が
新
し
く
開
通
し
、
交
通
が
割
合
い
便
利
だ
っ
た
の

で
、
駒
沢
の
雑
木
林
と
畑
ば
か
り
の
地
（
現
・
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
園
付
近
）
に
造
成
さ
れ
た
。
創
立
発
起
人
は
三
十
名
。
伯
爵
樺
山

愛
輔
、
横
浜
生
糸
合
名
会
社
取
締
役
荒
川
新
十
郎
が
中
心
と
な
っ

た
。
横
浜
生
糸
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
新
井
領
一
郎
・
村
井
保
固
や

日
本
陶
器
や
後
に
東
洋
陶
器
（
現
・T

O
T
O

）、
伊
奈
製
陶
所

（
現
・L

IX
IL

）
な
ど
の
設
立
に
関
係
す
る
大
倉
和
親
な
ど
、
銀
行

マ
ン
と
輸
出
産
業
の
花
形
で
あ
っ
た
陶
器
・
生
糸
関
連
の
企
業
人
が

メ
ン
バ
ー
の
中
心
と
、
田
代
靖
尚
氏
が
『
昭
和
天
皇
の
ゴ
ル
フ
』

（
二
〇
一
二
）
の
中
で
詳
述
し
て
い
る
。
三
十
名
の
中
に
は
、
成
瀬
正せい

一いち
の
父
、
十
五
銀
行
頭
取
成
瀬
正せい
恭きょう
が
入
っ
て
い
る
。
成
瀬
正
一

は
、
芥
川
や
久
米
・
菊
池
ら
と
と
も
に
『
新
思
潮
』
同
人
と
な
っ
た

こ
と
で
著
名
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
の
昭
和
十
二
年
当
時
は
、
目
蒲
電
鉄
に
よ
っ
て
買
収
さ

れ
、
同
社
経
営
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
ー
ス
（
メ
ン
バ
ー
制
で
な
い
ゴ

ル
フ
場
の
こ
と
）
と
な
っ
て
い
た
。

土
を
掘
っ
て
み
ま
し
た
。

…

ゴ
ル
フ
の
こ
と
。
下
手
く
そ
で
、
ク
ラ
ブ

が
ボ
ー
ル
に
当
た
ら
ず
、「
土
を
掘
っ
て
」
い
る
だ
け
と
、
洒
落
た

の
で
あ
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
ー
ス
で
あ
る
か
ら
初
心
者
の
佐
佐
木

も
行
け
た
わ
け
で
あ
る
。

大
佛
君

…

大
佛
次
郎
（
一
八
九
七
〜
一
九
七
三
）
。
小
説
家
。
福
島
行
一
氏

『
大
佛
次
郎
』（
一
九
九
五
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に

『
鞍
馬
天
狗
』『
赤
穂
浪
士
』
を
発
表
し
流
行
作
家
と
な
り
、
昭
和
十

年
（
一
九
三
五
）
に
は
文
藝
春
秋
社
の
直
木
賞
選
考
委
員
と
な
っ
て
い

た
。
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
有
名
の
上
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
か
ら
鎌

倉
に
住
み
、
同
じ
く
鎌
倉
在
住
の
久
米
正
雄
と
も
親
し
か
っ
た
の

で
、
言
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

社
の
方

…

文
藝
春
秋
社
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
久
米
も
佐
佐
木
も
初
期
の

こ
ろ
か
ら
『
文
藝
春
秋
』
の
同
人
と
し
て
、
菊
池
寛
を
助
け
て
き
た

が
、
昭
和
七
年
こ
ろ
よ
り
、
放
漫
な
菊
池
社
長
の
下
で
社
を
引
締
め

て
い
た
の
が
佐
佐
木
で
あ
っ
た
の
で
、
客
員
格
で
あ
る
久
米
に
対
し

て
、
こ
の
報
告
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
文
藝
春
秋
三
十
五
年
史
稿
』

で
は
、
十
五
周
年
記
念
の
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
新
年
特
別
号
に

載
る
阿
部
眞
之
助
「
人
間

菊
池
寛
」
を
引
い
て
、
菊
池
が
「
人
々

に
好
か
れ
喜
ば
れ
そ
う
な
こ
と
の
一
切
を
引
受
け
て
い
る
時
、
彼
の

不
幸
な
る
女
房
役
は
、
拒
絶
し
、
突
き
返
し
、
財
布
の
口
を
絞
め
る

と
い
う
如
き
凡
そ
不
人
気
と
な
る
べ
き
役
ど
こ
ろ
を
全
部
背
負
い

込
」
ん
で
い
る
と
、
佐
佐
木
の
犠
牲
的
姿
を
描
い
て
い
た
。
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加
藤
三
蔵

…

未
詳
。

ア
オ
バ
ン
会

…

青
蕃
会
。
文
壇
の
ゴ
ル
フ
団
体
。
久
米
正
雄
・
川
口
松

太
郎
・
大
佛
次
郎
・
河
上
徹
太
郎
・
佐
佐
木
茂
索
な
ど
が
参
加
し
て

い
た
。
ゴ
ル
フ
用
語
の
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
バ
ウ
ン
ズ
（
Ｏ
Ｂ
）
を
も

じ
っ
た
も
の
。
書
簡
の
口
ぶ
り
か
ら
す
る
と
、
佐
佐
木
と
久
米
は
ま

だ
青
蕃
会
に
参
加
し
て
い
な
い
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
が
、
先
記
の
河

上
徹
太
郎
「
戦
後
ゴ
ル
フ
の
隆
盛
」（
一
九
五
六
）
に
よ
れ
ば
、「
久

米
さ
ん
の
主
唱
で
今
の
「
靑
蕃
會
」
の
前
身
が
結
成
さ
れ
た
」
と
あ

る
。
た
だ
し
、「
こ
れ
は
必
ず
し
も
文
壇
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
集
り
で
は

な
か
つ
た
」
と
も
あ
る
。
ま
た
、『
群
像
』
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五

〇
）
十
一
月
号
掲
載
「
ゴ
ル
フ
談
義
」
に
も
、「
久
米
正
雄
老
は
、

前
靑
蕃
會
と
い
ふ
別
の
文
筆
家
中
心
の
グ
ル
ー
プ
を
率
ゐ
て
華
や

か
」
で
あ
っ
た
と
河
上
は
言
っ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
に
興
味
を
持
ち
始

め
た
ば
か
り
の
佐
佐
木
が
事
情
を
よ
く
知
ら
な
い
の
か
、
河
上
の
記

憶
が
曖
昧
な
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
確
か
に
、
河
上
の
記
憶

は
、
青
蕃
会
が
文
士
の
集
り
な
の
か
ど
う
な
の
か
に
つ
い
て
も
や
や

揺
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

我
孫
子

…

東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
熱
心
な
会
員
だ
っ
た
浅
野
造
船
社
員

加
藤
良
が
責
任
者
と
な
り
、
当
時
の
我
孫
子
市
長
染
谷
正
治
の
要
請

を
受
け
作
っ
た
我
孫
子
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
ゴ
ル
フ
場
。
設
立
に

つ
い
て
は
、
我
孫
子
に
当
時
別
荘
を
持
っ
て
い
た
朝
日
新
聞
の
杉
村

楚
人
冠
や
講
道
館
の
嘉
納
治
五
郎
が
相
談
に
与
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

コ
ー
ス
設
計
は
赤
星
四
郎
・
六
郎
の
兄
弟
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

十
月
に
、
十
八
ホ
ー
ル
を
完
成
し
て
い
る
。
関
東
屈
指
の
名
コ
ー
ス

と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
書
簡
の
前
年
の
昭
和
十
一
年
（
一
九
三

六
）
に
は
、
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権
が
行
わ
れ
て
い
る
。
文
壇
人

の
中
に
誰
か
当
倶
楽
部
の
会
員
が
い
て
、
青
蕃
会
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

碧
梧
桐
の
百
ヶ
日

…

河
東
碧
梧
桐
の
こ
と
。
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年

二
月
一
日
に
亡
く
な
っ
た
。
久
米
正
雄
は
、
若
き
日
に
三
汀
と
号

し
、
碧
梧
桐
の
新
傾
向
俳
句
運
動
で
活
躍
し
た
の
で
、
こ
の
知
ら
せ

が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

参
考
文
献
一
覧

【
文
壇
・
文
藝
春
秋
社
関
係
】

河
上
徹
太
郎
（
一
九
七
〇
）
『
河
上
徹
太
郎
全
集
』
第
五
巻
、
勁
草
書
房
、
一

九
七
〇
年
七
月
二
十
五
日
。

※
「
戦
後
ゴ
ル
フ
の
隆
盛
」「
ゴ
ル
フ
談
義
」
所
収
。

川
口
咲さき
子こ
編
著
（
一
九
九
一
）
『
深
川
正
一
郎
の
世
界
』
昭
和
俳
句
文
学
ア
ル

バ
ム
25
、
梅
里
書
房
、
一
九
九
一
年
三
月
二
十
五
日
。

『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
71
（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
、
一
九
九

六
年
十
月
七
日
）
所
収
「
二

著
作
年
表
」（
平
野
晶
子
作
成
）。

※
昭
和
十
二
年
三
月
十
六
日
、
三
十
一
日
、
四
月
四
日
、
十
五
日
、

十
九
日
、
五
月
八
日
、
十
日
、
十
三
日
、
二
十
二
日
、
六
月
四
日
。

な
お
、『
文
藝
春
秋
』
昭
和
十
二
年
九
月
号
に
、
こ
の
特
派
員
の
関

連
記
事
が
載
る
。

小
谷
野
敦
（
二
〇
一
一
）
『
久
米
正
雄
伝
｜
微
苦
笑
の
人
』
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
一
年
五
月
十
日
。
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小
林
祐さち
代よ
（
二
〇
一
一
）
「
深
川
正
一
郎
展
」（『
虚
子
記
念
文
学
館
報
』
第
21

号
、
二
〇
一
一
年
四
月
十
二
日
、
掲
載
）。

佐
佐
木
茂
索
（
一
九
六
七
）
『
佐
佐
木
茂
索
作
品
集
』
文
藝
春
秋
、
一
九
六
七

年
十
二
月
一
日
。

関
口
安
義
（
一
九
九
四
）
『
評
伝

成
瀬
正
一
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

出
版
部
、
一
九
九
四
年
八
月
十
八
日
。

永
井
龍
男
（
一
九
七
二
）
『
文
壇
句
会
今
昔
｜
東
門
居
句
手
帖
』
文
藝
春
秋
、

一
九
七
二
年
八
月
二
十
日
。

福
島
行
一
（
一
九
九
五
）
『
大
佛
次
郎

上
巻
・
下
巻
』
草
思
社
、
一
九
九
五

年
四
月
三
日
。

『
文
藝
春
秋
三
十
五
年
史
稿
』
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
五
九
年
四
月
八
日
。

毎
日
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
毎
索
」。

【
ジ
ョ
ー
ジ
六
世
戴
冠
式
関
係
】

吉
田
雪
子
著
・
長
岡
祥
三
編
訳
（
一
九
九
六
）
『
ジ
ョ
ー
ジ
六
世
戴
冠
式
と
秩

父
宮

グ
ロ
ー
ヴ
ナ
ー
・
ス
ク
エ
ア
の
木
の
葉
の
囁
き
』
新
人
物
往
来
、
一

九
九
六
年
七
月
二
十
日
。

【
ゴ
ル
フ
関
係
】

大
久
保
房ふさ
男お
（
二
〇
〇
〇
）
『
文
士
の
ゴ
ル
フ
｜
丹
羽
学
校
三
十
三
年
の
歴
史

に
沿
っ
て
』
展
望
社
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
二
十
四
日
。

久
保
田
誠
一
（
二
〇
〇
四
）
『
日
本
の
ゴ
ル
フ
100
年
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二

〇
〇
四
年
七
月
一
日
。

摂
津
茂も
和わ
（
一
九
七
七
）
『
世
界
ゴ
ル
フ
大
観

日
本
篇

新
版
日
本
ゴ
ル
フ

60
年
史
』
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
七
七
年
五
月
三
十

日
。

※
索
引
に
依
れ
ば
、
こ
の
本
の
中
に
は
、
久
米
正
雄
が
二
回
、
佐
佐

木
茂
索
が
二
回
登
場
し
て
い
る
。
久
米
は
、
藤
沢
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
・
秩
父
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
章
で
言
及
さ
れ
、
佐
佐
木
の
方

は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
川
奈
大
島
コ
ー
ス
Ｐ
Ｇ
Ａ
（
ペ
ン
マ

ン
・
ゴ
ル
フ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
第
一
回
大
倉
男
爵
杯
競
技
写
真
に

写
っ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
の
こ
ろ
か
ら
、
茂
索
が
ゴ
ル
フ
に
勤
し
ん

だ
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
ス

ポ
ー
ツ
用
語
の
邦
語
化
が
戦
時
対
応
と
し
て
進
め
ら
れ
た
際
、
佐
佐

木
は
ゴ
ル
フ
の
邦
語
化
調
査
専
門
委
員
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
摂
津
の
書
、
背
表
紙
の
題
は
「T

h
e
 
H
isto

ry
 
o
f

 
G
O
L
F in Ja

p
a
n

」
で
本
文
横
書
き
、
英
国
発
の
ゴ
ル
フ
を
論
じ
て

い
る
だ
け
は
あ
る
。

摂
津
茂
和
（
一
九
九
二
）
『
摂
津
茂
和
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ

ゴ
ル
フ
史
話
』

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
九
二
年
六
月
二
十
五
日
。

田
代
靖やす
尚ひさ
（
二
〇
一
二
）
『
昭
和
天
皇
の
ゴ
ル
フ

﹇
昭
和
史
を
解
く
意
外
な

鍵
﹈』
主
婦
の
友
社
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
三
十
一
日
。

二
、
小
澤
碧
童
写
真
絵
葉
書

中
央
公
論
社

松
下
英
麿
宛

解
題こ

の
葉
書
は
、『
中
央
公
論
』
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
新
年
特
大
号
に
、

小
澤
碧
童
（
一
九
八
一
〜
一
九
四
一
）
が
「
西
行
句
抄
」
と
し
て
七
句
掲
載
し

た
と
き
の
通
信
。
昭
和
の
初
め
こ
ろ
か
ら
『
中
央
公
論
』
は
、
自
由
主
義
の

立
場
で
時
局
に
抵
抗
し
た
論
陣
を
張
っ
て
い
た
が
、
軍
部
の
圧
制
に
よ
り
販
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売
頒
布
禁
止
や
記
者
の
訴
追
に
し
ば
し
ば
あ
っ
て
い
た
。
昭
和
十
二
年
（
一

九
三
七
）
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
以
後
、
芸
術
統
制
の
魔
手
が
伸
び
て
く
る
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
三
月
に
掲
載
予
定
で
あ
っ
た
石
川
達
三
「
生
き
て

ゐ
る
兵
隊
」
の
引
き
起
こ
し
た
刑
事
問
題
で
、
中
央
公
論
編
集
長
（
中
公
部

長
）
の
雨
宮
庸
蔵
は
禁
固
四
ヶ
月
執
行
猶
予
三
ヵ
年
の
判
決
を
受
け
、
退
社

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
松
下
英
麿
も
編
集
を
担
当
し
て
い
た
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
は
、
小
森
田
一
記
が
中
公
部
長
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
葉
書
の
後
で
は
あ
る
が
、
昭
和
十
六
年
度
（
一
九
四
一
）
か
ら
小
森

田
は
編
集
総
務
部
長
と
な
り
、
中
公
部
長
の
職
に
は
松
下
が
就
い
て
い
る
。

松
下
が
編
集
の
中
で
、
こ
の
こ
ろ
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
碧
童
の
担
当
が
松
下
で
あ
っ
た
た
め
、
前
年
の
暮
れ
に
、
碧
童
が
問

い
合
わ
せ
の
葉
書
を
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

小
澤
碧
童
は
、
日
本
橋
の
魚
問
屋
の
生
ま
れ
、
家
伝
の
目
薬
の
販
売
も
し

て
い
た
。
河
東
碧
梧
桐
の
明
治
三
十
年
代
半
ば
か
ら
の
門
人
で
、
喜
谷
六

花
・
大
須
賀
乙
字
と
と
も
に
、
そ
の
当
時
碧
門
の
三
羽
烏
と
言
わ
れ
た
。
大

正
期
、
碧
梧
桐
は
自
由
律
・
ル
ビ
俳
句
に
向
か
い
、
そ
の
門
流
も
、
乙
字
は

定
型
に
留
ま
り
、
自
由
律
は
荻
原
井
泉
水
の
『
層
雲
』、
中
塚
一
碧
楼
『
海

紅
』、
風
間
直
得
『
三
昧
』
に
分
裂
す
る
。
元
来
争
い
ご
と
の
嫌
い
だ
っ
た

碧
童
は
、
大
正
半
ば
か
ら
交
際
す
る
よ
う
に
な
っ
た
芥
川
龍
之
介
の
影
響
も

あ
っ
て
か
、
有
季
定
型
俳
句
に
戻
っ
て
碧
門
諸
流
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
葉
書
に
出
て
く
る
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
新
年
特
大
号

の
「
西
行
句
抄
」
以
前
、
昭
和
十
二
年
、
十
三
年
の
『
中
央
公
論
』
新
年
特

大
号
に
も
碧
童
は
俳
句
を
載
せ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、「
近
情
句
集
」「
小
春

行
」
と
題
す
る
。
こ
の
葉
書
の
翌
年
の
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
新
年
特
大

号
に
は
、
掲
載
は
な
い
。
体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
年

五
月
十
七
日
、
日
本
橋
横
網
町
の
同
愛
病
院
に
て
胃
癌
の
手
術
を
受
け
る

が
、
手
遅
れ
の
た
め
病
巣
摘
出
を
せ
ず
。
翌
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
一
月
ま

で
生
き
た
が
、
同
月
十
七
日
に
は
泉
下
の
人
と
な
っ
た
。
享
年
六
十
一
歳
。

な
ぜ
に
『
中
央
公
論
』
は
、
新
年
特
大
号
と
い
う
晴
れ
舞
台
に
、
碧
童
を

三
年
も
続
け
て
招
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
新
年
特
大

号
に
碧
童
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
俳
人
は
、
松
根
東
洋
城
・
日
野
草
城
。
十
三

年
新
年
特
大
号
で
は
、
高
濱
虚
子
・
臼
田
亜
浪
・
青
木
月
斗
・
島
田
青
峰
・

室
積
徂
春
・
飯
田
蛇
笏
・
渡
邊
水
巴
・
荻
原
井
泉
水
・
水
原
秋
櫻
子
・
原
石

鼎
・
村
上
鬼
城
・
松
根
東
洋
城
。
こ
の
葉
書
に
関
係
す
る
十
四
年
新
年
特
大

号
は
、
高
濱
虚
子
・
臼
田
亜
浪
・
中
村
草
田
男
。
い
ち
い
ち
こ
れ
を
挙
げ
る

こ
と
は
し
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
物
が
自
ら
俳
誌
を
経
営
し
て
い
る
古
参

の
有
力
俳
人
で
あ
っ
た
。
古
顔
で
は
あ
る
が
結
社
に
所
属
し
な
い
、
結
社
を

持
た
な
い
碧
童
が
、
こ
の
中
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
、『
中
央
公
論
』
の
碧

童
に
対
す
る
破
格
の
待
遇
を
窺
わ
せ
る
。

碧
童
と
『
中
央
公
論
』
と
の
関
係
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
九
月
号

に
、
芥
川
龍
之
介
の
紹
介
で
、「
最
中
集
」
が
掲
載
さ
れ
て
以
来
の
も
の
か

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
葉
書
の
受
け
手
で
あ
る
松
下
英
麿
『
去
年
の
人
』（
一

九
七
七
）
所
収
の
「
室
生
犀
星
」
に
は
、
中
学
時
代
か
ら
芥
川
に
魅
せ
ら
れ

て
い
た
英
麿
が
、
芥
川
の
死
後
、
中
央
公
論
の
雑
誌
記
者
と
な
っ
た
と
き
、

芥
川
の
先
輩
・
友
人
と
自
然
と
「
ま
ず
接
近
す
る
と
い
う
手
順
と
な
っ
た
の

は
ふ
し
ぎ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
先
輩
・
友
人
と
は
、
下
島
空
谷

（
勲
）・
香
取
秀
真
・
久
保
田
万
太
郎
・
久
米
正
雄
・
小
穴
隆
一
・
佐
藤
春

夫
・
日
夏
耿
之
介
・
室
生
犀
星
。
小
澤
碧
童
も
こ
れ
ら
の
人
び
と
と
共
に
挙
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げ
ら
れ
て
い
る
。
松
下
と
の
繫
が
り
が
、
碧
童
の
晩
年
に
華
を
添
え
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
ん
と
『
中
央
公
論
』
昭
和
十
二
年
・
十
三
年
の
新

年
特
大
号
俳
句
欄
は
「
発
句
」
と
銘
打
た
れ
て
い
る
。
短
歌
が
「
短
歌
」
欄

で
あ
る
の
と
比
べ
て
も
、
そ
の
古
風
が
偲
ば
れ
な
い
か
。
発
句
と
い
う
古
め

か
し
い
江
戸
の
呼
称
に
愛
着
を
示
し
た
の
は
、
芥
川
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で

も
、『
中
央
公
論
』
は
、
芥
川
流
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
昭
和
俳
句
の
新
し
い

担
い
手
で
あ
る
草
城
・
秋
櫻
子
・
草
田
男
な
ど
が
「
発・
句・
」
欄
に
並
ん
で
い

る
こ
と
自
体
、
苦
笑
を
禁
じ
得
な
い
。

『
中
央
公
論
社
七
十
年
史
』
Ⅳ
章
「
昭
和
期
の
『
中
央
公
論
』」
の
「
３

戦
争
下
の
抵
抗
か
ら
廃
刊
へ
（
昭
和
13
〜
19
年
）」
に
は
、
末
の
方
に
こ
の

葉
書
の
時
期
の
文
芸
・
中
間
読
物
類
の
趨
向
に
つ
い
て
の
回
顧
が
な
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
俳
句
に
つ
い
て
は
一
顧
だ
に
さ
れ
て
い
な
い
。
い
か
に
二

十
世
紀
が
小
説
の
天
下
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。
先
に
翻
刻
解
説
し
た
佐
佐

木
茂
索
書
簡
「
解
題
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の

盧
溝
橋
事
件
こ
ろ
か
ら
戦
争
の
影
が
色
濃
く
な
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
昭
和

十
四
年
（
一
九
三
九
）
の
こ
の
葉
書
の
こ
ろ
に
は
、
俳
句
界
も
小
説
な
ど
と
同

様
に
戦
時
体
制
の
影
響
下
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
松
井
利
彦
氏
『
昭
和
俳

壇
史
』（
一
九
七
九
）
、
村
山
古
郷
氏
『
昭
和
俳
壇
史
』（
一
九
八
五
）
な
ど
の
昭

和
戦
前
期
の
俳
句
界
を
扱
っ
た
文
学
史
は
皆
こ
れ
を
描
い
て
い
る
。

盧
溝
橋
事
件
以
後
、
日
本
軍
の
中
国
大
陸
へ
の
侵
略
戦
争
に
拍
車
が
か
か

り
、
戦
域
が
拡
大
す
る
と
兵
役
に
つ
く
俳
人
も
出
、
ま
た
日
本
社
会
全
体
が

同
年
（
一
九
三
七
）
秋
の
国
民
精
神
総
動
員
運
動
に
よ
っ
て
戦
争
に
取
り
込
ま

れ
て
い
っ
た
。
俳
句
界
も
当
然
、
戦
場
や
戦
争
を
支
え
た
国
内
で
、
戦
争
に

歓
喜
す
る
者
、
賛
同
す
る
者
、
反
対
す
る
者
、
忌
避
す
る
者
、
傍
観
す
る

者
、
す
べ
て
戦
争
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、「
新
興
派
、

伝
統
派
を
問
わ
ず
、
俳
人
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
戦
争
に
関
す
る
俳
句
を

作
っ
た
」
と
村
山
古
郷
氏
（
一
九
八
五
）
が
述
べ
る
状
況
が
、
昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）
か
ら
十
四
年
に
か
け
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
葉
書
に
関
係
す
る
昭
和
十
二
年
か
ら
十
四
年
の
『
中
央

公
論
』
新
年
特
大
号
「
発
句
」
欄
掲
載
の
俳
句
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
先
に
挙

げ
た
掲
載
俳
人
中
、
戦
争
を
題
材
と
し
た
俳
句
を
載
せ
て
い
る
の
は
、
室
積

徂
春
・
荻
原
井
泉
水
の
み
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年
に
、
室
積
は
「
戦
勝
新
春

譜
」
の
題
で
「
初
日
燦
然
う
ち
進
む
無
敵
行
軍
旗
」
初
め
五
句
、
井
泉
水

は
、
上
海
租
界
で
の
日
本
軍
軍
事
行
動
の
ラ
ジ
オ
実
況
録
音
を
聞
い
て
、

「
録
音
上
海
風
景
」
の
題
で
「
寒
夜
の
、
あ
あ
は
る
か
よ
り
喇
叭
の

た
し

か
に
行
進
し
て
く
る
、
空
間
」
初
め
五
句
。
ど
ち
ら
も
歓
喜
組
の
読
み
振

り
。
他
の
俳
人
た
ち
の
句
は
、
自
ら
の
周
辺
の
自
然
な
ど
を
詠
じ
た
戦
争
と

は
関
係
の
な
い
落
ち
着
い
た
俳
句
で
あ
る
。
注
に
引
く
よ
う
に
、
碧
童
の
句

も
、
そ
の
よ
う
な
句
で
あ
っ
た
。
横
須
賀
で
航
空
母
艦
飛
龍
の
進
水
式
を
拝

観
す
る
句
が
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
碧
童
句
に
あ
る
が
、「
く
す
だ
ま

を
飛
び
出
し
鳩
や
小
春
空
」
と
い
う
の
で
は
戦
火
も
ど
こ
へ
や
ら
で
あ
る
。

気
弱
な
碧
童
に
戦
争
や
暴
力
は
似
合
わ
な
い
。

〔
翻
字
要
領
〕

・
原
簡
は
、
割
り
込
み
記
号
な
ど
で
込
み
入
っ
た
紙
面
に
な
っ
て
い
る
。
適

宜
、
適
当
な
位
置
に
翻
字
を
挿
入
し
た
。
そ
の
他
の
翻
字
要
領
に
つ
い
て

は
、
佐
佐
木
茂
索
書
簡
と
同
様
で
あ
る
。
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翻
刻【

宛
名
】

市
内
麴
町
区
丸
の
内
ビ
ル
ヂ
ン
グ
五
八
八
區

中
央
公
論
社
中
央
公
論
編
集
部

松
下
英
麿
先
生

下
谷
上
根
岸
百
十
七

小
澤
碧
童

【
本
文
】

『
題
名

西
行
句
抄
』
右
句
数
七
句
で
す
が

先
日
拙
句
稿
…
去
る
九
日

頃
…
御
送
り
致
し
ま
し
た
が
御
受
取
下
さ
れ
ま
し
た
か

何
分

時
日
迫
り

を
り
候
こ
と
故
鳥
渡
心
配

か
く
御
た
づ
ね
申
上
候

十
二
月
十
八
日
午
後

四
時
過

和
風
晴

気
温
十
二
度

【
宛
名
の
注
】

中
央
公
論
社

…

中
央
公
論
社
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
四
月
一

日
、
二
月
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
東
京
駅
前
丸
ノ
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

七
七
六
区
に
移
転
し
た
が
、
昭
和
四
年
七
月
に
は
、
さ
ら
に
同
ビ
ル

五
階
に
移
っ
た
。
こ
の
葉
書
の
宛
先
五
八
八
区
で
あ
ろ
う
。

松
下
英
麿

…

（
一
九
〇
七
〜
一
九
九
〇
）
当
時
の
『
中
央
公
論
』
編
集
員
。

編
集
部
の
中
で
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
解
題
で
述
べ
た
通

り
で
あ
る
。
そ
の
文
学
・
美
術
に
関
す
る
感
性
が
、
戦
後
社
会
に
お

い
て
や
や
古
風
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
目
野
由
希
氏
（
二
〇
〇

三
）
が
、
露
伴
の
史
伝
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
て
い
る
。

下
谷
上
根
岸
百
十
七

…

小
澤
朝
女
氏
の

聞
き
書
き

（
一
九
九
五
）
に

よ
れ
ば
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
そ
れ
ま
で
同
居
し
て
い
た
母
の

家
を
出
て
、
同
敷
地
内
に
別
居
し
た
家
の
住
所
に
当
た
る
。
詳
し
く

は
、
朝
女
氏
の

聞
き
書
き

（
一
九
九
五
・
二
〇
〇
一
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

消
印

…

荒
川
局
の
小
型
標
語
入
﹇
Ｓ
型
﹈
印
「
貯
蓄
報
国
／
荒
川
／

13

／12.18

／
后8

-
12

」。
着
印
「13.12.19

／
附
」（
局
名
不
明
）

切
手

…

い
わ
ゆ
る
第
一
次
昭
和
切
手
の
先
駆
け
と
し
て
、
昭
和
十
二
年

五
月
十
日
か
ら
発
行
さ
れ
た
乃
木
希
典
の
肖
像
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
葉

書
用
二
銭
切
手
。

【
本
文
の
注
】

西
行
句
抄

…

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
一
月
六
日
か
ら
十
三
日
ま
で

の
関
西
旅
行
吟
中
よ
り
七
句
抄
出
し
た
も
の
。『
碧
童
句
集
』（
一
九

六
〇
）
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、「
尾
啓
亡
主
人
の

骨
を
京
都
大
谷
御
廟

に
納
め
る
」
た
め
同
未
亡
人
と
京
都
に
旅
行
し
た
と
き
の
句
。「
五

條
問
屋
町
晴
鴨
樓
に
止
宿
」
と
い
う
。「
尾
啓
」
は
魚
問
屋
の
屋
号
。

母
方
の
従
姉
妹
の
嫁
ぎ
先
で
、
高
木
兼
五
郎
が
主
人
の
本
名
。
碧
童

の
屋
号
は
「
西
徳
」。
両
家
の
関
係
は
、
詳
し
く
は
「
父
・
碧
童
と

思
い
出
の
人
々
（
完
結
編
）」
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
次
に
『
中

央
公
論
』
昭
和
十
四
年
新
年
特
大
号
掲
載
「
西
行
句
抄
」
の
六
句
を

掲
げ
る
。

み
か
ん
山
晴
れ
一
筋
道
の
温
泉
に
通
ず

山
々
も
見
え
出
す
富
士
も
刈
田
晴
れ

山
茶
花
は
白
一
色
ぞ
銀
閣
寺
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松
尾

西
芳
寺

竹
林
の
覆
ふ
林
泉
の
苔
の
秋

小
室

龍
安
寺

冬
に
入
る
照
顧
脚
下
の
無
一
塵

槇
尾

中
川
家

門
邊
な
る
菊
を
し
る
べ
の
う
す
茶
か
な

奈
良
の
町

引
き
越
し
の
荷
に
鹿
の
く
る
う
す
曇
り

初
め
の
二
句
は
、
汽
車
で
京
都
に
向
か
う
車
中
の
吟
。
ま
た
、
昭

和
十
二
年
新
年
特
大
号
・
同
十
三
年
新
年
特
大
号
掲
載
の
句
も
、
す

べ
て
『
碧
童
句
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
敢
え
て

挙
げ
る
こ
と
を
し
な
い
。

和
風
晴

気
温
十
二
度

…

こ
の
よ
う
に
天
候
・
気
温
な
ど
を
記
す
の
が

碧
童
の
習
慣
。
大
正
十
四
年
こ
ろ
、
遠
藤
古
原
草
・
谷
口
喜
作
な
ど

に
宛
て
、「
一
日
一
信
」
と
称
し
た
葉
書
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
れ

な
ど
を
見
て
も
多
く
に
こ
の
記
載
が
あ
る
。

【
絵
葉
書
写
真
】

…

私
製
の
写
真
絵
葉
書
で
、
地
蔵
菩
薩
像
を
後
ろ
か

ら
写
し
た
も
の
。
地
蔵
像
の
裾
の
方
に
「
大
谷
喜
兵
衛
作
」
と
署
名

が
見
え
る
。
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澤
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〇
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月
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）
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人
｜
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想
の
作
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央
公
論
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、

一
九
七
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年
八
月
三
十
日
。

目
野
由
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〇
〇
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）
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伴
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史
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二
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と
う
・
い
ち
ろ
う
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